
平成３０年度 第６回松崎地区駅前活性化協議会 

 

日 時 平成３１年３月１１日（月） 

                     １８時００分～ 

                       場 所 多世代交流センターゆるりん館   

 

１．開 会 

 

２．会長あいさつ 

 

 

 

３．議事 

（１）協議会活動報告（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．閉 会 

  



平成 30年 12月 19日
松崎自主防災会

松崎駅横旧観光案内所の活用について（案）

１．松崎駅横
旧観光案内所
の現状

・松崎駅横旧観光案内所内に写真等が展示してあるが、パンフレット等の備え
もなく観光案内所として利用されていない。
また、同案内所は常時開放されており、防犯面等でも課題がある。（電気

なし）

２．活用策 松崎駅横旧観光案内所活用策の検討状況
・同案内所の活用については、松崎地区駅前活性化協議会で検討されている
が、現時点でよい活用策はない。なお、同案内所の外壁活用は検討中。

１）松崎自主防災会の防災強化の現状と課題
・防災強化の取り組みの現状
H30.4.1松崎駅前交流施設（よどや）を利用し防災交流拠点として整備

し、主に松崎自主防災会幹事会（１回/月）の開催等の場所として活用して
いる。
H30.9.30台風対応時、災害対応として松崎自主防災会の防災本部を

防災交流拠点（よどや）に設置。約 20名の防災委員が初出動（平成21
年松崎自主防災会結成後）し、土嚢設置等の防災活動に取り組み一定の
役割を果たした。また、同拠点には防災資機材等の備蓄場所として活用。
・防災拠点の必要性と課題
防災本部は松崎自主防災会として災害発生時の防災活動の拠点として必

要である。また、機動的に活動するためには、防災本部の設置場所を松崎地
区の中心部とし、防災資機材等を整備した専用の防災拠点を整備する必要
がある。
しかし、現在利用しているよどやは共用の施設で、主に塾として利用されてお

り、運営面での制約や課題が多い。更に、耐震面等でも問題がある。
また、総合相談センターどれみ等の活用については、土足禁止等の課題があ

る
２）松崎駅横旧観光案内所の活用策
松崎駅横旧観光案内所を松崎自主防災会の防災拠点化
・利用頻度見込み
２回/月 日曜日 15時～ ２時間程度 （注.JR天地 停車あり）
・常時施錠
・利用開始予定
平成31年３月頃
・松崎地区区長会の会合等の活用

３．効果 ・災害に強く安全・安心な街づくりができるとともに、コミュニティ面での活用も期
待できる。

４．利用上の
課題

１）役場、JR、松崎地区駅前活性化協議会等関係者の理解、調整
２）費用（賃借料、建物修繕、電気、エアコン整備等）
３）松崎自主防災会での組織決定（平成31 年 2月予定）
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9 月 30 日（日）に台風 24 号が接近し、松崎地区では豪雨による道路
の冠水や床下浸水などの被害が発生しました。自主防災会は、住民からの
土嚢（どのう）設置要請などを受け、対応するために午後 8 時ごろに部落放
送で呼びかけを行い、役員約 20 名が「ぼうさい つどいの場（よどや）」に集
合し、緊急対応にあたりました。その後、各地区の被害状況と安否確認、土
嚢の設置要請の配布対応、県道の通行止め要請などを行いました。

特に、土嚢に関しては、今年の軽トラ市の防災体験で作成した約 40 袋の
保管分と、緑清園様の支援協力分を使い、即時対応をとることができ効果を
発揮しました。初めての対応で反省点も多くありましたが、今回の経験を今後
の活動に生かしていきたいと思います。急な呼びかけにも関わらず、協力いただ
いた役員の皆様には感謝いたします。なお、当日の様子は自主防災会のブロ
グにもアップされています。

松崎自主防災だより    平成 30 年 10 月 24 日発行

第 8 号                                    松崎自主防災会事務局

会議中の様子

防災本部部会長会議を初開催しました！
10 月 7 日（日）に中央公民館にて役員 12 名出席のもと、自主防災会

で「防災本部部会長会議」を初開催しました。今年度の取組テーマである「防
災資機材整備」や、先日の台風 24 号のような災害発生時の対応、更に、試
験運用中の交流拠点「ぼうさい つどいの場」について協議しました。「防災資機
材整備」については、上記事で記載した執行部の提案に沿って実施することを
確認しました。他にも、部会の開催や災害発生時の体制などについて問題提
起をいただきました。頂いた意見を大切に、検討を進めて参りたいと思います。

※地域の皆様へ（お知らせ）
11 月 4 日（日）に中央公民館で開催される「まつざき元気まつり」会場にて、体験型防災イベントとして
「まつざき防災フェスタ 2018」を開催します。 「共同募金受配事業」

（この防災だよりは共同募金受配金によって作成しました。）

ぼうさい つどいの場（よどや)  
に集合し緊急対応

台風 24 号接近、土嚢が浸水対策に威力を発揮！

今年度の活動テーマである「防災資機材整備」に関し、今後の防災資機材整備の
方向性について、公設消防団から助言を受け、防災資機材整備の当面の考え方を幹
事会でまとめ区長会等と協議し進めることにしました。
＜防災資機材整備の当面の方向性について＞

① 松崎地区の特性である浸水と避難の対策として、土嚢の常時保管を一層推進
することと、防災資機材運搬や避難等の目的でリヤカーを各区に配備する。

② 断水対策として保存水整備を決定しているが、簡易トイレとトイレ用のプライベー
トテント整備を追加する。

区長会、部会長会と協議・意見交換を重ねた結果、台風 24 号の災害実態や北
海道胆振東部地震等を踏まえ、早期にリヤカーや簡易トイレ関係の資機材を整備する
ことにしました。リヤカー整備等の共助の取組みは、住民の防災意識を高め自助の取り
組みにも繋がることから、平成 30 年度に整備することを決定しました。

なお、事業実施にあたっては、町の補助金等を活用し、各区に負担が無いよう事業
計画を進めています。整備の進捗状況等については、次回の松崎自主防災だよりでお
知らせする予定です。

台風 24 号等災害多発が防災資機材整備を加速！

浸水対策の土嚢袋
（台風等で効果を発揮）



松崎地区駅前活性化協議会 これまでの取組みについて（案） 

 

１．松崎地区駅前活性化協議会について 

  平成２８年度に策定した「湯梨浜町生涯活躍のまち」全体計画のうち、「松崎地区駅前の活性化」につ

いて、湯梨浜町と地域住民や各種団体が一体となって地域課題の解決に取り組み、安心・安全で住みや

すいまちづくりを推進することを目的とし、地域の団体や地元住民で構成する「松崎地区駅前活性化協

議会」が設置されました。   

【協議会の概要】 

 ・設置 平成２８年１０月２０日 

・委員 １５名（公募、区推薦、産業界および金融機関より選出） 

会長 速水 敏人 区推薦 委員 北村 和典 区推薦 

副会長 本庄 正志 公募 遠藤 好子 委員推薦 

委員 谷口 則子 公募 藤原 俊郎 委員推薦 

高野 信雄 公募 清水 宗一 委員推薦 

上治 百合子 公募 河本 定幸 湯梨浜町商工会 

川﨑 善和 区推薦  澤 志任 金融機関 

立木 肇 区推薦 川本 悟司 金融機関 

岸田 雅也 区推薦   

 

※湯梨浜まちづくり株式会社、湯梨浜町役場みらい創造室：事務局 

 

２．協議会の取組み状況 

【協議状況】 

  地区の現状と課題を抽出し、課題の整理、計画策定、事業実施へつなげていくため、グループ討議等も

含め、協議を行ってきました。 

平成２８年度：６回実施 

平成２９年度：１０回実施（グループ討議は別途実施） 

平成３０年度：６回実施（予定） 

【協議内容】 

  協議会では、平成２８年度から２９年度にかけて、旧Ａコープの活用方策について検討を進めたほか地

域の現状や資源を洗い出し、協議のテーマを「コミュニティ」、「駅周辺の活用について」「イベント・情

報発信」「足湯」とし、それぞれ分科会に分かれて協議を進めました。 

平成３０年度は、まちづくり株式会社や役場と連携し、景観づくりや継続可能なイベントの開催方法検

討等、協議をしながら事業を実施してきました。 

【今後の方向性】 

  約２年間、旧Ａコープの活用方策を含めた地域課題等について協議を進めてきましたが、旧Ａコープが

改修されて多世代交流センターゆるりん館がオープンし、その他の課題についてもある一定の成果が出た

と思われるため、松崎地区駅前活性化協議会は一旦その活動を休止しようと思います。ただ、まだ任期が

残っているため、協議か必要な事項が出てきた場合は、現任メンバーで再度協議を進めるものとします。  



(2)助け合いやコミュニティづくり 

 安心・安全な地域づくり・地域活性化のため、住

民・コミュニティが連携しながら地域が一体とな

って防災強化に取り組みました。 

 

【活動状況】 

①防災拠点整備活動・ふれあい活動の展開 

②総合相談センターオープンイベント活用。オープ

ン記念軽トラ市で防災体験等を実施。 

③竹灯籠プロジェクト事業 

地域祭り応援プロジェク 

トとして、区長会等と協 

力し、町内に自生する竹 

を活用して竹灯籠を作 

成、松崎神社例大祭の前 

夜に、民家の軒下等に竹 

灯籠約 200 個を点灯した 

【協議会での検討事項】 

 

 

(1)旧Ａコープの活用方策について 

旧Ａコープの改修後、利用しやすい施設にするために、内容の検討を進めました。また、平成２９年９月にまち

づくり会社が実施した旧Ａコープ活用に関するアンケートの実施や、施設の愛称募集時に協議会で１次選考を実

施し、最終候補４点を決定するなどの協力も行いました。 

 

【検討結果】 

①目   的  利便性向上や安心して暮らせる地域づくりを目的とし、幅広い世代の文化・健康・スポーツ・

買い物などのコミュニティ拠点とする。 

②施設の概要  多世代地域交流拠点（交流、買い物、憩いの場）  

ふれあいホール（カルチャー教室、ワークショップ、趣味・発表の場、地域イベント等に） 

コミュニティカフェ（地域住民や来町者など多世代が交流する場として軽食等提供） 

マルシェ（生鮮食料品や惣菜、日用品など、日々の生活に欠かせない商品を提供） 

卓球スペース（生涯スポーツとして子供から高齢者まで楽しんで卓球を） 

カラオケルーム・相談室（カラオケやレンタルルームとして利用） 

③施設の愛称の 1次選考の実施  

21 点の公募による応募作品の中から、松崎駅前地区活性化協議会に 

よる 1次審査で最終 4点に絞られ、投票による 2次審査を経て愛称が 

「交流センターゆるりん館」に決定。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)駅周辺の活用について 

駅周辺の環境づくりや魅力的な駅前 

づくりについて検討を進めました。 

 

【活動状況】 

①松崎駅前花いっぱい運動の開催 

②駅横観光案内所の環境整備検討 

(3)イベント・情報発信 

旧Ａコープを利活用した交流拠点ができる

にあたり、拠点を中心にイベントや情報発

信を行い、地域住民等の参加型活動を促進、

交流拠点の認知度向上、交流人口の増加を

目指しました。 

 

【活動状況】 

①軽トラ市の開催 

（総合相談センターオープニングイベント） 

軽トラ市実行委員会を中心に、協議会等が協

力し、総合相談センターどれみオープン記念

軽トラ市を開催しました。 

(5)足湯について 

旧Ａコープ横に足湯の

設置を強く要望し、平成

30 年度末までに設置さ

れる見込みとなりまし

た。 



竹灯篭プロジェクト 

 

湯梨浜町松崎に代表する松崎神社例大祭の前

日の夜に開催される「榊台練り清祓い」の主な練り順

路の民家の軒下等に竹灯篭を設置し、灯りで彩る地

域祭り応援プロジェクトが実施されました。  

松崎地区駅前活性化協議会やまちづくり株式会

社、松崎神社例大祭合同協議会、松崎地区区長会

が連携し、地域住民の協力を得て運営・政策・撤去

活動を実施し、新たな祭り応援文化を創出することで、

地域の活性化を目指す取組みです。 

 

【制作活動】 

日  時  9 月 17 日（月） 

場  所  河本魚店車庫 

参加者  松崎地区駅前活性化協議会や 

湯梨浜まちづくり㈱メンバー 11 名 

内  容  湯梨浜町地域の資産である竹を活用した 

「竹灯篭」の制作活動を実施 

 

 

 

【竹灯籠の設置】 

日 時  10 月 13 日（土）、14 日(日)17:30～21:00 

場 所  松崎神社参道、松崎神社（松崎１区） 

～契神社（旭区） 

内 容  竹灯篭のあかり 約 200 灯 点灯 

協 力  湯梨浜まちづくり株式会社、松崎神社例大祭合同 

会、松崎地区区長会 

 

 



松崎駅前花いっぱい運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  10月 27日（土） 

9時 30分～ 

場 所  多世代交流センター前 

講 師  谷口則子さん 

参加費  一人 300円 

参加者  17名 


